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質問 

婚姻により苗字は変更となるが、旧姓を業務中は継続して使用する予定である。この場

合、管理業務主任者証も旧姓のままで使用することは可能か。 

 

  回答 

 

婚姻により苗字が変更となる場合、旧姓のままで管理業務主任者証を使用することは 

できない。 

適正化法第６２条（登録事項の変更の届出等）の規定を踏まえ、管理業務主任者登録 

簿の登録を受けた事項のうち、①氏名 ②住所 ③本籍 ④業務に従事するマンション管 

理業者に変更があった場合は、遅滞なく、その旨を地方整備局長等に届け出なければ 

ならない。 

ただし、国不参第５１号（Ｒ３．３．１）の「６管理業務主任者証における旧姓使用 

について」の中で、「管理業務主任者証の記載事項のうち、管理業務主任者の氏名に 

おける旧姓使用については、旧姓使用を希望する者に対しては、令和３年４月１日以 

降、管理業務主任者証に旧姓を併記することが適当と解される。」とあり、管理業務 

主任者証に旧姓を併記することは可能である。 

 

◆適正化法第６２条（登録事項の変更の届出等） 

第五十九条第一項の登録を受けた者は、登録を受けた事項に変更があったとき

は、遅滞なく、その旨を国土交通大臣に届け出なければならない。 

２ 管理業務主任者は、前項の規定による届出をする場合において、管理業務主任者

証の記載事項に変更があったときは、当該届出に管理業務主任者証を添えて提出

し、その訂正を受けなければならない。 

 

 

＜ご利用上の注意＞ 

○本相談事例は、会員が予め同意したｼｽﾃﾑ利用規約に基づき、会員専用ｺﾝﾃﾝﾂとして提供するものです。 

○本相談事例は、会員の業務の参考に資するため、一般的事例に対する一定の見解を述べたもので、個別事例

に直接対応するものではありません。 

個別事例に対処する場合は、別途、弁護士等専門家の見解を得ることを推奨します。 

○本相談事例は会員の内部使用に供するものであり、内容の改ざん、第三者への提供を目的とした無断複製、

無断転載、または出版、頒布等、内部使用目的の範囲を越えた利用を禁じます。 
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